
上関の自然環境：
瀬戸内海の原風景の「里山・里海」を

未来に手渡したい

日本生態学会・上関要望書アフターケア委員会

安渓遊地（アフターケア委員長）

安渓貴子（アフターケア委員）

https://ankei.jp

2024年2月28日 院内集会「奇跡の海に核のゴミ!?」



上関原発予定地の「田ノ浦遺跡」は６千年前から
人が住み続け、奈良時代には製塩場所だった
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一般社団法人日本生態学会の自然保護
専門委員会としての要望書を準備中

１．事業者は、自主的な環境影響評価（自主アセ
ス）を！

２．伐採やボーリング調査で泥水を海に流さない
工法を。

３．関係省庁（山口県・環境省等）は、予定地の
生物多様性のきわだった貴重さを損ねないため、
自主アセスが適正に行われ、かつその過程が情
報公開されるように協調して助言すること。
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長島周辺の自然の特徴

・磯や礫浜の生物の多様性（ミミズハゼなど）
・豊かな海藻群落（スギモク、ヒジキ、アカモク、ヒトエグサなど）
・周防灘固有の生物の存在（ヤシマイシンなど）
・清浄な海域にしか生息できない生物の豊産

（カサシャミセンなど）
・砂堆の存在（ヒガシナメクジウオの豊産）
・カンムリウミスズメが換羽し年中見られる
・冬鳥アビ類の飛来
・水棲哺乳類 スナメリの繁殖
・タイをはじめとするゆたかな水産資源

かつて豊かだったころの瀬戸内海の生物多様性を
色濃く残している、生物多様性のホットスポット



コンクリート護岸がない海岸林
75％も残る自然海岸（瀬戸内海平均21.4％）

2023年4月2日



長島の多様な土地利用：里山

2023年4月2日

シイの常緑林アベマキ・コナラの薪炭林、竹林、海岸、松林、果樹園な
ど、人が利用してきた森。ほぼ自生のヤマザクラが島のまわりを飾る
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海岸林もよく残っている
海側から ヒトモトススキ ツワブキ トベラ ハマヒサカキなど

2023年4月1日



４月はじめ農道沿いの落葉樹の下は明るい

アベマキ
コナラなどの
落葉樹
クロキ
ヤブニッケイ
ヤブツバキ
などの常緑樹

５月には
暗くなる

2023年4月1日



キンラン（環境省絶滅危惧II類） ジュウニヒトエ（山口県絶滅危惧IB類）

里山の植物：落葉樹林の中、農道の明るい所に

キンラン、ギンラン、ジュウニヒトエなど、絶滅危惧種も



田ノ浦の砂浜：
スナビキソウの花に飛来したアサギマダラ
毎年やってくる

２０００kmを旅する蝶

成虫が、
春は、スナビキソウ
秋は、フジバカマの仲間に多いの
は、蜜に含まれる

アルカロイドを摂取することで攻撃
されない。
これはオスには性フェロモンでもあ
るという。

幼虫は、ガガイモ科の
・オオカモメヅル
・ガガイモ
・イケマ
の葉を食べて育つ。

葉の有毒物質を体に貯めて、攻撃
を防ぐ。



ビャクシンの天然分布 （台の鼻/台の越）

ここも里山だった。
ビャクシンも、
昔、切られた
跡があるし、
後ろの斜面は、
薪として
何度も切られた
ことが、
空中写真から
読み取れる



瀬戸内海の原風景：「里山・里海」を
未来に手渡したい

・ 1980年代に放棄された耕地。
・ 以来、農薬も除草剤も撒かれていない。
ネオニコチノイドなど農薬の影響がない海。

・ その海底から吹き出す陸からの湧き水
・ 水田、畑、薪炭林、竹林が、陸だけでなく海の
生物多様性を支えてきた。
・ 2010年頃は、田んぼの跡が明確、今も石垣が
残る。田小屋もあちこちにあった。

里山 は人と自然の共存の姿
人手が入るのが前提の里山の維持をどうする？



1982浮上 1999環境アセス 2009原子炉設置申請
奇跡の海（生物多様性の宝庫）埋立予定
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原子力発電所配置図（中国電力）
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奇跡の海のウミシダと魚たち

新井章吾2010



‘０８．３．９．（c）新井章吾）

⽇本海のスギモクの⼤群落（⽥ノ浦・姫島のみ）



①世界的に珍しい海⽣⽣物の宝庫！

© 福⽥宏

ヤシマイシン近似種
ナガシマツボ

シダイタノウラクチキレ

まれに⾒る貴重な⽣態系と⾃然環境

巻⾙の進化で始祖⿃
的存在

世界で1個体のみ
140年ぶりの発⾒
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天然記念物 カンムリウミスズメ

世界で5000~9000羽程度。
子育てできる豊かな海。

初夏と秋に羽が生え換わ
る時にも安全な海。

©泊寿彦



オオミズナギドリ
山口県準絶滅危惧種

© 木村路子



知事意見が出たあとの中国電力の
追加調査中間報告（２０００年10月）から：

お

ハヤブサ 巣があり、つがいがいます



ハヤブサ飛翔図
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ハヤブサのハンティング
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ヒガシナメク
ジウオ

脊椎動物の祖先

環境省海洋生物レッド
リスト（2017）
絶滅危惧 II 類（VU） 
水産庁？

砂地にいる。
長さ4cmあり
大きく育っている

「調査書」にない

けれど、元データ
にはあった



ナメクジウオ 調査海域に広く分布して
いることから、影響は少な
いものと考えています



スナメリは親子も見つかりました
農林水産省水産資源保護法による保護動物（1993年）

（スナメリは調査書の記載になかった）

「影響は少ないものと考えています」



スナメリ確認位置と温排水範囲
環境影響評価書には「埋立予定地内の海域には確認されていない」と

温排水拡散範囲は、スナメリの来遊行の1部に及ぶが、スナメリは水温等の変化
に強い動物であると言われていること、餌となるアジ類、コノシロなどは広温性で

あることなどから、スナメリの来遊への影響は少ないものと考えています。

埋め立て
予定地→
の海域

○印は
親子、
✖印は
幼獣



環境影響評価（環境アセス）の
レベルが低い

・調査もれ？記入漏れ？ あたりまえの種、貴重
種が書かれていない。明らかなまちがいが。

（まちがいや記入漏れはありうるとしても

多すぎる）

・生物種のリストがのっていない。請求すると部
分的に出てくるが、公表されないので広く議論
できない。→全出現種のリストの公開が必要。

・これが定量的なデータ？というものも。



「影響は少ない」に語尾を統一した「アワセメント」

・調査結果にかかわらず結論が先にあり、

「周辺に同様なものがたくさんいるから、影響は軽微」
「移動できるから影響は軽微」など

・環境保全措置ありき、の影響評価になっている

「地形改変を必要最小限とすることにより、ヒヨドリなど
の渡りのコースは確保できますので、ハヤブサの生息
や餌の確保への影響は少ないものと考えています」

・温排水の影響に関しても、海の生態系に及ぼす影響
評価が甘い。（７℃高い付着生物防止の殺生物剤を、
190t/秒通常運転で排出）



危険２使用済み核燃料中間貯蔵施設
2023（8月）計画発表 2024(1月）議員視察・伐採開始

関西電力と合弁で数千トン？



むつ市の同等施設
26ha 専用港と道路
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海と陸のつながりを壊さないことが大切



割れ目だらけの地質が生む豊富な海底湧水



40

詳細調査の名のもとに破壊された里山



陸域ボーリングで濁水を垂れ流した過去の実例

環境保全計画；ボーリングに使用した
水は循環させる

実際の工事；外部に垂れ流し

ホースの先端から泥⽔を垂れ流した痕容器からあふれでた泥⽔の痕



その後の
環境影響評価法の改正の歩みとこれから

1999年、地域の特徴にあった方法書の導入
2012年、複数候補地から選択する配慮書の
導入（戦略的アセスの法的裏付け開始）

・例えば「瀬戸内海全体の保全と生物多様
性の復興」という目標にそった戦略的アセス
を可能にする法律の制定と具体的な運用が
必要



世界情勢＝生物多様性の回復こそが人類の希望



上関の自然のはたすべきかけがえのない役割―それを壊す金を使うな



本日のプレゼンは、以下に載せました。
常識の範囲でご利用ください。

https://ankei.jp/
yuji/?n=2831
お世話になりました：日本生態学会上関要望
書アフターケア委員会・上関の自然を守る会



ご清聴ありがとうございました




